
2015年1月～12月 耐性菌他検出状況
1月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

大腸菌ESBL 4 5 2 2 5 4 2 6 7 6 1 4
ｋｌｅｂ .pneumoniaeESBL 1 1 2
oxtoca ESBL
プロテウス菌ESBL 2 2 2 1 1 2 5 1 1 3 2 1
ＭＤＲＰ
３剤耐性緑膿菌 1 1 1
2剤耐性緑膿菌 1
ＢＬＮＡＲ 1 2 1 1 1 1
PRSP
ESBL その他 1
Ａｍｐｃ 1
ＭＲＳＡ　ＶＣＭ　2
metaroβ 1
*AmpC+ESBL 1
院内 1月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
大腸菌ESBL 3 1 1 1 1
ｋｌｅｂ .pneumoniaeESBL 1
oxtoca ESBL
プロテウス菌ESBL 1 1 1 1 4 3
ＭＤＲＰ
３剤耐性緑膿菌 1 1
2剤耐性緑膿菌 1
ＢＬＮＡＲ 1
PRSP
ESBL その他
Ａｍｐｃ 1
ＭＲＳＡ　ＶＣＭ　2
metaroβ

院内 4F 5F 5F 5F 6F 7F 7F 7F 8F 8F 8F
血液 膿 痰 尿 痰 便 痰 尿 痰 尿 血

大腸菌ESBL 1 1 1 3 2 1
ｋｌｅｂ .pneumoniaeESBL 1
oxtoca ESBL
プロテウス菌ESBL 1 1 6 1 1 1
ＭＤＲＰ
３剤耐性緑膿菌 1 1
2剤耐性緑膿菌
ＢＬＮＡＲ 1
PRSP
ESBL その他
Ａｍｐｃ 1
メタロβ
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２０１5年耐性菌（院内発生） 
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院内発生（病棟材料別） 

大腸菌ESBL ｋｌｅｂ .pneumoniaeESBL 

oxtoca ESBL プロテウス菌ESBL 

ＭＤＲＰ ３剤耐性緑膿菌 

2剤耐性緑膿菌 ＢＬＮＡＲ 

PRSP ESBL その他 

Ａｍｐｃ メタロβ 

<ＥＳＢＬ> 

 大腸菌ＥＳＢＬ 16％（前年度19％）  37/229     

 Klebsiella（肺炎桿菌）ＥＳＢＬ 1.4％（前年度 0.8％）  2/142 

 Klebsiella oxtoca ESBL 0％（全年度 7.1％） プロテウスＥＳＢＬ 51％（前年度 

57％）25/49 

院内発生は喀痰10件（前年度 17件）で、尿9件（前年度 0件）その他のESBL モルガ

ネラ １件、エンテロバクタ １件 

< ＭＤＲＰ（多剤耐性緑膿菌）> 

０件（前年度１件） 

 ＣＲＥ（カルバペネム耐性腸内細菌）Klebsiella メタロβ（+）が１件あった。（前年度同様） 

 
 

<感染症法届出> 

５類 

侵襲性肺炎球菌 １件 

劇症型溶連菌感染（A群） ２件 

潜在性梅毒（RPR１６以上） １件 

４類 

レジオネラ  １件 

３類 

出血性大腸菌 O-111（VT1）１件 

出血性大腸菌 O-157 （VT2）1件 

２類 結核 ５件 
 

(ｸﾛｽﾄﾘｼﾞｭｳﾑ･ﾃﾞｨﾌｨｼﾙ）） 

2012年からの推移では、増加傾向にある。ＮＳＴの介入開始後2015年2月から検体数も



2015.年　ＭＲＳＡ統計<全体＞

新規（名） 院内発生 院内感染 ２０１5年は新規164件(前年166） 中　院内発生41(前年46）  件、そのうち感染 14件（前年10）でした。
1月 15 6 4
２月 17 4 1
3月 11 5 4 院内感染の材料としては喀痰12 、血液4、尿1
4月 16 4 0 （院内で発生し、MRSA薬剤が使われた症例）
5月 18 6 1 病棟/材料別
6月 22 6 2 病棟別 2015 2014 2015 2014 喀痰 尿 血液
7月 11 2 0 4F 0 0 0 2 4F
8月 8 1 0 5F 2 2 5 7 5F 4 1
9月 10 2 0 6F 4 4 14 19 6F 14
10月 8 0 0 7F 6 2 16 5 7F 12 1 3 (褥瘡1）
11月 14 0 0 8F 1 2 6 13 8F 6
12月 14 5 2 総数 12 10 41 46
総数 164 41 14
平均 13.66667 3.416667 1.16667
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ＭＲＳＡ 

病棟ごとの前年度から出した2SDを超えた月は4Fなし、５F 6月1.42

（2SD0.767）6Fなし（2SD3.126）7f １月2.6、６月1.52、７月1.39（2ＳＤ0.942）

8Fなし（2SD 2.4）であった。前年度の2ＳＤだとばらつきがでるようなので

次年度からは過去３年の統計を用いてみることとする。 
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